


小児保健の立場からみると,思春期はあくまで子どもの発育経過のなかで占める特定な一

時期であって,年令により規定できるものではない。子どもからおとなへの移行状況は,そ

の移行に要する期間の長さ,早さについてみると非常に個人差が大である。しかし,平均的

にみれば,女子のほうが男子より約 2年くらい早く思春期入り,またその分だけ早く成熟に

達するといってよい。 

思春期に問題となるからだの健康障害は,質的にみて, 

①軽度なもの(むし歯・近視) 

②中間と考えられるもの(起立性調節障害・月経困難症・貧血等) 

③数は少ないが重いもの(慢性腎炎・甲状腺疾患・神経性食思不振症・性病等)などに分け

られる。 


